
       
 

 

 

 

 
 

福岡大学 カリキュラム・ポリシー（ＣＰ）  

人文学部 

 

人文学部は、人文学諸分野の専門的な知識を修得し、他者との関係への配慮や自由と責任に基づく倫理観を備

えた人間を育むことを教育理念とする。この理念を実現するため、以下のように教育課程を編成する。併せて、

その内容を保証するため、学部の特徴を生かした専門教育科目を配置する。専門教育科目には、学位授与方針（デ

ィプロマ・ポリシー） に示した知識・技能・態度を育むため、教育課程の中核として必修科目及び選択必修科

目を配置するとともに、学生の学術的興味に基づいて専門性を主体的に高めることを可能にする多彩な選択科目

を配置する。 

1・2年次では各専門分野で学ぶ前提となる諸科目を配置している。すなわち、必修科目として少人数の基礎的

な演習などの科目を設けて、大学での学びを支える基盤的な態度や技能（アカデミック・スキルズなど）に加え、

各専門分野の基礎的な知識を身に付ける。また必修科目または選択必修科目として概論・講読・研究法などの科

目を設けて、各専門分野の基礎的な内容を幅広く学び、その方法論を修得する。 

3・4年次では、必修科目または選択必修科目として少人数の専門的な演習または実習などの科目を設けて、各

専門分野に関係する資料を正確に読解し、出来事のあり様を観察・分析して、それらに関する理論や解釈を批判

的に検討する能力を育み、また発表や討論などの場において、他者と協同して問題を解決したり、読解・分析し

た成果を分かりやすく言語化し、伝えたりする能力を育む。さらに選択科目として特講などの科目を設けて、学

生が主体性を生かして各分野の専門的な知識をより深く学ぶことができるようにしている。 

3・4年次にわたる上記の専門的な演習のうち、4年次に履修する演習は、4年間の学びを集大成する科目であ

る。これは、先の能力を育むことに加え、専門的な知識・方法に基づいて問題を発見し、その解決に自ら進んで

取り組む態度を発揮する機会となる。4年間の学修の成果は、この 4年次の演習、あるいは必修科目または選択

科目として設けている卒業論文・卒業研究に基づいて総合的に評価される。 

 

【共通教育】 

共通教育の CPに関しては別に定める。 

共通教育に関する CP をもって学部 CP を構成する。 


